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２０１１年 

７月１５日発行 

第５７号 

原
発
な
く
せ
の
声
も
大
き
く 

 

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
九
州
入
り 

雨
あ
が
り 

 

５
月
の
連
休
に
高
知
で
大
学
時

代
の
同
窓
会
が
開
か
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
妻
と
一
緒
に
出
か
け
た
。 

連
休
と
い
う
こ
と
で
、
観
光
地
は

ど
こ
も
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
の

旅
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
案
の
定
、
滅

多
に
渋
滞
す
る
こ
と
の
な
い
四
国

の
高
速
道
路
も
、
こ
の
連
休
中
は
例

外
だ
っ
た
。 

観
光
が
目
的
で
は
な
い
の
と
、
休

養
を
兼
ね
た
旅
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
温
泉
の
あ
る
高
知
の
山
里
、
柚

子
で
有
名
な
馬
路
村
ま
で
足
を
延

ば
し
、
そ
こ
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

で
一
泊
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
馬

路
村
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、

梁
瀬
杉
（
や
な
せ
す
ぎ
）
の
伐
採
で

多
く
の
人
が
働
く
活
気
の
あ
る
村

だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
今
は
林
業
も
寂

れ
、
過
疎
の
村
で
あ
る
。
し
か
し
、

緑
に
囲
ま
れ
空
気
は
澄
み
わ
た
り
、

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

２
日
目
は
、
同
窓
会
に
参
加
す
る

た
め
高
知
市
へ
。
今
回
の
同
窓
会
、

こ
の
一
年
の
間
に
二
人
の
同
級
生

が
他
界
し
、
亡
き
仲
間
た
ち
の
供
養

の
た
め
に
集
ま
っ
た
。
３
０
年
ぶ
り

に
顔
を
合
わ
せ
る
同
窓
に
、
学
生
時

代
の
話
や
仕
事
の
話
、
そ
し
て
孫
や

持
病
の
話
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
年
を
重

ね
、
そ
れ
な
り
の
容
姿
、
風
体
で
は

あ
っ
た
が
、
中
身
は
昔
の
ま
ま
の
愉

快
で
、
心
優
し
い
仲
間
た
ち
の
姿
を

み
て
、
学
生
時
代
の
思
い
出
が
蘇

り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。
次
回
、
「
皆
が
元
気
な
う

ち
に
ま
た
会
お
う
」
と
約
束
し
て
別

れ
た
。 

２
泊
３
日
で
は
あ
っ
た
が
、
自
然

や
仲
間
と
の
心
温
ま
る
ふ
れ
合
い

を
通
し
て
、
日
頃
の
忙
し
さ
を
忘

れ
、
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
思
い
出
多
き
旅
だ

っ
た
。 

第
４
８
回
北
九
州
母
親
大
会
は
歌
声
協

議
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始
ま
り
ま
し

た
。 

 

今
日
は
元
気
の
出
る
斉
太
郎
節
・
町
・

そ
の
手
の
中
に
・
・
・
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー
に
し
ば
し
癒
さ
れ
♪
♪
、
早
速
始
め
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
３
・

１
１
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の

哀
悼
の
意
で
黙
祷
・
・
・ 

 

来
賓
の
ご
挨
拶
は
、
福
岡
県
母
親
大
会

実
行
委
員
会
の
韮
沢
久
美
子
実
行
委
員
長

と
北
九
州
市
民
の
会
の
三
輪
俊
和
事
務
局

長
お
二
人
で
す
。
ご
挨
拶
は
大
震
災
と
原

発
の
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
年
の
大
会

は
、
こ
の
厳
し
く
悲
し
く
不
安
な
こ
の
日

「
３
・
１
１
を
起
点
に
、
日
本
を
転
換
さ

せ
る
た
め
大
い
に
学
び
、
運
動
し
輪
を
広 

げ
よ
う
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
・
・
・

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

４
歳
と
６
歳
の
お
子
さ
ん
と

同
伴
の
平
田
仁
子
さ
ん
の
記
念

講
演
は
「
安
全
で
安
心
な
地
域
環

境
を
未
来
に
残
す
為
に
ー
地
球

温
暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え

る
ー
」。 

子
を
思
う
母
の
思
い
の
こ
も

っ
た
演
題
で
、
だ
か
ら
こ
そ
沢
山

の
不
安
が
あ
る
け
れ
ど
４
つ
の

事
を
提
起
さ
れ
た
の
で
す
。
１
他

人
事
か
ら
自
分
ご
と
へ 

２
省

エ
ネ
方
法 

３
根
源
を
変
え
る 

４
応
援
す
る
・
・
こ
れ
に
は
同
感

者
が
い
っ
ぱ
い
！ 

（
実
行
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
） 

７月１７日「２０１１原水爆禁止国民平和大行進」九州

入りしました。今年は広島から長崎までのコースです。 

門司港鎮西橋公園で出発集会を行いました。 

波田実行委員長の挨拶、被爆者団体代表挨拶、広島から

の通し行進者挨拶の後地区労連ののぼりをはじめ、それぞ

れ団体の、のぼりを引き継ぎ、門司地区コースが出発しま

した。 

門司区長挨拶は日曜日の為メッセージが読み上げられ

ました。途中片上で釣具店の駐車場を借りて新婦人門司支

部からの冷たいお茶の接待を受けました。門司駅前集会で

は「おおかわ歌声合唱団」の歓迎合唱、社民党の市議・福

島原水禁代表からの連帯挨拶を受けました。 

写
真
上
は
門
司
地
区
出
発
集
会
後
門
司

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
を
行
く
行
進
団
。 

 

下
は
広
島
か
ら
の
通
し
行
進
者
の
挨
拶

を
受
け
る
と
こ
ろ
。
右
端
は
雪
竹
副
議
長
。 

梅雨空を抑えて、本日晴天なり 大正ロマンの町 

門司港レトロに集う５７０名 

http://www.geocities.jp/k_roren/
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 私の勤めている会社は従業員で運営している自主経

営のタクシー会社です。 

最近では組合員の数が減りバイトの方が増え、新人

の面接申し込みもなく来るのは、バイトの面接ばかり

年金がすくないとか、自分の趣味の為とか、孫にいい

じいちゃんとか、このままでは新和は、ジリ貧の運命

にあります。なんとかして組合員をふやし、従業員の

生活を確保する事が先決です。最近では不景気の為、

仕事が激減していますが、従業員は家族を養うために

がんばっています。 

自主経営を始めて３４年、地域密着、安心と感動を

モットーにしている会社です。車のご用命あれば、新

和をぜひご指名下さい。従業員一同おもてなしの心で

お待ちしています。 
 

第 59回評議員会が開かれました 

 

6月 10日第 59回評議員会が開催されました。「第

58回評議員会以後の活動報告」「第 3四半期決算報告」

「夏季闘争など当面の取り組みについて（案）」「2010

年度決算見込み及び 2011年度暫定予算（案）」など、

幹事会が提案した議案について討議しました。 

議案に対する質疑討論では、財政議案について医労連

の評議委員から質問、自由が丘教職組合から闘争支援の

訴え、福建労から住宅リフォーム助成制度実現を目指す

たたかいについて補強発言があり、全ての議案が満場一

致で採択・承認されました。同時に役員検討委員会、選

挙管理委員会も確認され23回定期大会に向けて準備を

進めます。 

評議員会で、東日本大震災支援被災地・被災者支援の

取り組みについて、「北九州地区労連は、全労連の大震災

労働者対策本部の提起にもとづき、職場でのカンパ、救援

物資などに取り組んできました。またメーデー、ディーセ

ントワークデーなどでの救援募金などにも取り組みまし

た。各加盟組合でも、支援カンパや、現地への医療支援、

業務支援、ボランティア派遣などが取り組まれています。 

これまで、地区労連に寄せられた義援金は、１０６，２５

２円となりました。」と報告されました。 

  競馬場組合          ３，０００円 

  新潮印刷労組        ３１，６２６円 

  福祉保育労あゆみ分会    １０，０００円 

  福法労           ２６，８００円 

  北九州地域ユニオン     １８，０００円 

  事務所カンパ箱        ５，３２６円 

  学嘱労           １１，５００円 

    合  計       １０６，２５２円 

 

住宅リフォーム助成制度は、住宅の改修のため、地元・市内

業者に工事を頼めば自治体の助成金が出る制度です。この事業

は経済波及効果が 15 倍~20倍と地域経済活性化にバツグンの

威力を発揮しています。全国では 40都道府県 330市町村で実

施(今年 4月) しており、福岡県内では、筑後市、筑紫野市、

苅田町など 7自治体が行っています。実施している自治体で

は、リフォームによる快適な居住の改善、地元業者の仕事確保、

経済波及効果による地域の活性化と 1 石 3鳥の効果を生み出

しています。安心・安全な住まいを応援し、市内業者の仕事お

こしと地元経済の活性化につながる住宅リフォーム助成制度

が全国の自治体で広がっています。 

北九州市でも暮らしを応援して市内経済の活性化につなが

る住宅リフォーム助成制度の実現に向けて 6月 27日に「住宅

リフォーム助成制度実現をめざす会」が発足し会長に中山議長

が選任されました。また、6月 28日の北九州市会議員最終日

に日本共産党提出の「住宅リフォーム助成制度の創設を求める

決議」が賛成多数で可決しました。北九州地区労連は団体署名

の目標 50団体、個人署名の目標は組合員数です。署名運動に

全力をあげて取り組んでいます。 

第 7回目の事例検討会を、6月 16日地区労連事務所で北九州第一法

律事務所の天久弁護士を迎えて行いました。 

内容は「資格取得経費の返還を求められたらどうすればよいか？」

「退職届は撤回できるか？」を事例として挙げ、さまざまな角度から

検討しました。大変勉強になります。 

次回は 7月 21日後藤弁護士です。 

地区労連役員だけでなく、加盟組合の組合員や労働相談者も、法律

相談で参加できますので多数ご参加ください。 

自交総連北九タク労新和支部 

副支部長  西岡 進一 

北九州市でも実現させよう！ 
住宅リフォーム助成制度を 

 

 

事例検討会のご案内 
 
毎月 第３木曜日開催 

北九州地区労連事務所 
 
弁護士と労働法について 
話し合いませんか？ 

 
 

カットは全建総連ホームページより 


